平成17年11月28日

各　位

旭化成ケミカルズ株式会社

液体塩素、塩酸、次亜塩素酸ソーダの価格改定について

　弊社は、このたび液体塩素、塩酸、次亜塩素酸ソーダの価格改定を、下記の通り実施することにいたしましたので、お知らせいたします。

　

記

　

1.対象製品　　　　 　液体塩素、塩酸、次亜塩素酸ソーダ
2.価格改定内容　 　　・液体塩素：5円／kg(1トンボンベ10円／kg、

50キロボンベ100円／kg）

　　　　　　　       ・塩　酸：5円／kg

・次亜塩素酸ソーダ：5円／kg

3.改定時期　　　　 　平成17年12月1日出荷分より

4.価格改定の理由　　 別紙添付

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上

＜お問合せ＞

旭化成株式会社　　広報室　　　　　　　　　　　　TEL：03－3507－2060

　旭化成ケミカルズ株式会社　無機化学品事業部

　　　　　　　　　無機営業部　　　　　　TEL：03－3507－2467

          　　　　　　　

価格改定の理由

電解ビジネスを取り巻く環境は、重油･石炭･工業塩といった主原料価格の高騰に見舞われ、非常に厳しい状況にある。液体塩素、塩酸、次亜塩素酸ソーダについては昨年値上げを実施したが、今年度の更なる重油価格高騰による電力コスト上昇、輸送用の燃料費アップ等により採算が悪化している。更に塩素系各製品は安全対策費用も嵩むため、安定供給・RC責任を果たすためにも、採算改善が急務であり、今回ユーザーへの理解と協力をお願いするものである。

＜製品別背景＞

1．液体塩素

①原料コストアップ、②高圧ガス保安法に基づく製造プラント・物流インフラの安全対策並びに老朽化対策費用、等が弊社液体塩素事業の収益圧迫の大きな要因となっている。

　2．塩酸

　　　　弊社が主として販売する合成塩酸は、副生塩酸と同等の価格設定を強いられてきたため元々採算性が悪く、更に今般の電解原料コストアップの影響を直接的に受けている。また需給環境は、①東ソー/南陽工場にて3万トン/年の外販撤退(塩ビ用の塩素源として回収)、②関東電化工業/渋川工場(‘05/8)、セントラル硝子/川崎(‘06/6)の電解停止、③主要な副生塩酸発生源であるウレタン原料（TDI、MDI）の不調、等により、’06年度は東西を問わず極端なタイト化が予測される。

　3．次亜塩素酸ソーダ

　　弊社の主要販売地域である九州では、’02年の旭硝子/北九州工場の電解事業撤退

後、慢性的に需給タイトな状況が続いている。供給増への対応費用（製造プラン

トの手直し、輸送手段の整備等）、原料である苛性ソーダ、塩素のコストアップに

より、採算が悪化している。

